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+Summary 
We newly established and introduced the linkage system 
of pts medical information using ICf in Awaji community， 
which is called A羽TAJI-NET.A羽TAJI-NETis composed of 
two major software applications， ID-Link(NEC/SEC co.) 
and C@RNA Connect(Fuji Film Medical co)， which en-
abled online access to pts medical care data in Awaji 
Medical Center(AMC)， online booking of OPD and radio-
logical imaging study at AMC. We report actual operation 
and impact on the pts management， and discuss the knot-
ty point and near future vision. 

要
旨
一

2
0
1
3
年
の
新
築
移
転
時
の
医
療
情
報

シ
ス
テ
ム
の
全
面
展
開
を
機
に
、
地
域
医
療
支
援

病
院
の
機
能
を
充
実
す
べ
く
、
ー

C
T
医
療
連
携

シ
ス
テ
ム
(
あ
わ
じ
ネ
ッ
卜
)
を
導
入
し
展
開
し
た
。

圏
域
の
医
師
会
・
歯
科
医
師
会
・
医
療
機
関
に
当

院
に
お
け
る
診
療
情
報
の
部
分
公
開
(
一
ロ
ト
吉
穴
)

や
診
療
・
検
査
予
約
(
の
@
刃

zkyooココ
02)
が

O
コ
否
。
で
可
能
と
な
っ
た
。
現
状
の
運
用
状
況
の

紹
介
と
課
題
お
よ
び
今
後
の
展
開
を
概
説
す
る
。

病
院
の
概
要
と
導
入
の
背
景

兵
庫
県
立
淡
路
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
お
診
療
科
4

4
1
床
を
展
開
す
る
淡
路
圏
域
に
お
け
る
唯
一
の
急

性
期
総
合
病
院
で
あ
る
。
臨
床
研
修
指
定
病
院
(
医

科
・
歯
科
)
で
あ
り
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
有
し
、

地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
な
ど
、
多
く
の
機
能

と
使
命
を
担
う
地
域
中
核
病
院
で
あ
る
。
病
院
機
能

評
価
年
ιの
を
受
審
し
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
、

ま
た
全
国

1
7
0
0
弱
の
病
院
に
お
い
て

D
P
C
E

群
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は

1
4
0
病
院
で
あ
る

が
、
当
院
も

E
群
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ

ら
は
我
々
の
高
い
活
動
性
を
示
す
も
の
と
自
負
し
て

い
る
。

兵
庫
県
内
で
は
尚
早
と
い
え
る
旧
年
に
、
地
域
医

療
支
援
病
院
に
承
認
さ
れ
た
。
以
来
、
地
域
医
療
機

関
と
の
連
携
は
病
院
の
最
も
需
要
な
使
命
の
ー
っ
と

な
っ
て
い
る
。
年
間
紹
介
患
者
4
0
0
0
人
・
紹
介

紹
介
率
%
%
・
逆
紹
介
率
似
%
と
、
多
く
の
患
者
の

急
性
期
医
療
を
地
域
の
診
療
所
と
と
も
に
提
供
す
る

病
院
で
あ
る
。

新
築
移
転
を
機
に
、
基
幹
シ
ス
テ
ム

(
N
E
C

「冨

mwgcmww」
)
と
幻
の
部
門
シ
ス
テ
ム
・
サ
ブ
シ

ス
テ
ム
か
ら
構
成
さ
れ
る
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
運
用
を
開
始
し
た
。
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の

地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
、
当
院
の
診
療

情
報
の
閲
覧
公
開
と
診
察
・
画
像
診
断
検
査
予
約
・

返
信
の

S
E
o
運
用
を
可
能
に
す
る
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
、
「
あ
わ
じ
ネ
ッ
ト
」
と
命
名
し
た
。

運
用
開
始
に
当
た
り
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に

か
か
る
法
的
整
理
に
お
い
て
は
、
兵
庫
県
個
人
情
報

保
護
条
例
下
に
お
け
る
至
適
性
を
保
護
条
例
審
議
会

に
て
審
査
を
受
け
、
承
認
を
受
け
た
。

ー

C
T
を
用
い
た
連
携
一
あ
わ
じ
ネ
ッ
ト
の
実
際

あ
わ
じ
ネ
ッ
ト
は
、
そ
の
目
的
と
機
能
に
よ
り

2

つ
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
構
成
さ
れ
る
(
図

1
)
。
あ
わ

じ
ネ
ッ
ト
参
加
の
診
療
所
の
先
生
方
が
、
当
院
の
診

療
情
報
を
参
照
す
る
巴
ー
ピ
畏
と
、
当
院
の
診
察
予

約
や
放
射
線
画
像
検
査
の
予
約
と
そ
の
結
果
返
信
を

o
巳
百
め
で
行
う
の
@
H
N
Z
〉
(
U
O

ロ
ロ
め
の
円
か
ら
な
る
0

5Eピ
口
付
は
多
岐
に
わ
た
る
診
療
情
報
を
公
開
す
る

機
能
を
有
す
る
が
、
現
在
の
運
用
で
は
薬
剤
処
方
・

検
体
検
査
結
果
・
退
院
サ
マ
リ
ー
を
公
開
情
報
と
し

て
い
る
。
の
⑤
月
一宮
〉
の
。
ロ
足
立
に
よ
る
診
察
予
約
は
、

あ
ら
か
じ
め
外
来
担
当
医
が
通
常
診
察
に
お
い
て
設

定
し
て
い
る
予
約
枠
の

一
部
を
院
外
か
ら
も
あ
わ
じ

ネ
ッ
ト
に
て
予
約
で
き
る
設
定
と
し
た
。
紹
介
状
・

診
療
情
報
提
供
書
・
返
書
は
紙
媒
体
に
印
刷
す
る
こ

と
な
く
、
。
ロ
-50
で
双
方
向
に
送
信
お
よ
び
返
信
も

可
能
で
あ
る
。

当
院
は
地
域
医
療
連
携
病
院
と
し
て
、
高
額
高
機

能
画
像
診
断
機
器
の
有
効
利
用
の
観
点
か
ら
も
連
携

医
療
機
関
の
共
同
利
用
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、

3
つ
の
検
査
C
T
、

M
R
I
、
P

( 84 ) 2017年12月号療医新
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あわじネット登録患者推移とアクセス実績

E
Tー

c
T
の
予
約
に
関
し
て
も
、
院
外
か
ら
の
⑤

HNZ〉

(
U
8
5
2
を
用
い
て
、
検
査
日
と
時
間
を
予

約
で
き
る
運
用
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

3
つ
の
画
像

診
断
結
果
は
放
射
線
科
医
の
読
影
所
見
と
と
も
に
、

わ
⑥
同
Z
〉
(
リ
0
ロ
5
2
を
用
い
て
。
ロ
ロ
見
返
信
も
可

能
で
あ
る
。

診
療
情
報
は
、
そ
の
取
り
扱
い
に
最
も
配
慮
を
必

要
と
す
る
個
人
情
報
で
あ
る
。
当
院
で
は
、
個
人
情

報
保
護
方
針
を
定
め
、
患
者
へ
の
周
知
の
た
め
院
内

に
掲
示
し
て
い
る
。
あ
わ
じ
ネ
ッ
ト
に
お
い
て
は
、

当
院
で
保
管
し
て
い
る
診
療
関
連
個
人
情
報
が
院
外

に
持
ち
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
オ
。
フ
ト
イ
ン

運
用
が
絶
対
条
件
と
な
る
。
各
診
療
所
あ
る
い
は
当

院
に
お
い
て
、
患
者
さ
ん
に
あ
わ
じ
ネ
ッ
ト
の
趣
旨
・

目
的
・
運
用
の
利
点
を
文
書
に
て
説
明
し
て
い
た
だ

き
、
参
加
に
同
意
さ
れ
た
方
の
同
意
書
を
取
得
す
る

手
続
き
を
経
て
、
あ
わ
じ
ネ
ッ
ト
の
運
用
患
者
と
な

る
。
あ
わ
じ
ネ
ッ
ト
か
ら
の
脱
退
・
同
意
撤
回
も
可

能
で
る
こ
と
は
明
記
し
て
い
る
。

運
営
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
利
用
料

(
N

E

C
お
よ
び
富
士
フ
ィ
ル
ム
メ
デ
ィ
カ
ル
)
お
よ
び

当
院
の
医
療
情
報
部
で
管
理
す
る
あ
わ
じ
ネ
ッ
ト
用

の
サ
l
バ
設
置
費
用
と
維
持
費
用
は
、
全
て
当
院
が

負
担
し
て
い
る
た
め
、
参
加
施
設
お
よ
び
参
加
患
者

に
は
シ
ス
テ
ム
利
用
の
費
用
負
担
は
発
生
し
て
い
な

い
。
多
く
の
施
設
の
参
加
を
促
す
方
策
と
し
て
、
費

用
負
担
を
求
め
な
い
方
針
で
あ
わ
じ
ネ
ッ
ト
を
立
ち

上
げ
た
。

あ
わ
じ
ネ
ッ
ト
導
入
の
運
用
実
績
と
効
果

図2

M
H
年

8
月
よ
り
、
あ
わ
じ
ネ
ッ
ト
の
運
用
を
開
始

し
た
。
あ
わ
じ
ネ
ッ
ト
の
参
加
医
療
機
関
は
年
次
的
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に
増
加
し
、
口
年
叩
月
現
在
で
必
施
設
で
あ
る
。
い

ず
れ
も
淡
路
島
内
3
市
の
医
科
・
歯
科
・
医
療
機
関

で
あ
る
。
島
内
3
市
の
保
健
所
届
け
出
医
療
機
関
は

2
1
0
施
設
で
あ
り
、
圏
域
の
辺
%
に
施
設
に
参
加

い
た
だ
い
て
い
る
。

集計

あ
わ
じ
ネ
ッ
ト
参
加
同
意
患
者
は
、
刀
年
叩
月
現

在
で
約
5
9
0
0
名
で
あ
る
。
新
規
の
参
加
患
者
の

増
多
だ
け
で
は
な
く
、
死
亡
や
同
意
撤
回
な
ど
に
よ

る
減
数
も
あ
り
、
参
加
患
者
総
数
は
随
時
変
化
を
み

る
。
真
に
有
用
な
圏
域

E
H
R
の
構
築
を
目
指
す
に

は
、
多
く
の
住
民
の
参
加
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
参
加
者
数
に
増
加
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
(
図

2
)
。
巴
ー
ピ
与
を
介
し
た
診
療
情
報
閲
覧
の
集
計
は
、

あ
る
患
者
さ
ん
の
某
日
の
処
方
内
容
を
参
照
し
た
ら

1
ア
ク
セ
ス
、
検
体
検
査
結
果
も
参
照
し
た
ら

2
ア

ク
セ
ス
と
計
数
を
行
う
。
月
毎
の
集
計
で
は
、

1
万

件
を
超
え
る
ア
ク
セ
ス
数
も
あ
っ
た
が
、
現
状
は

5

1
7
千
件
/
月
程
度
の
ア
ク
セ
ス
数
で
推
移
し
て
い

る
(
図

2
)
。
か
か
り
つ
け
診
療
所
主
治
医
が
、
紹

介
患
者
の
当
院
の
診
療
結
果
や
経
過
を
把
握
す
る
こ

と
で
、
総
じ
て
診
療
の
質
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
と

考
え
る
。

図3

(リ⑤
HNZ〉
(
リ
。
ロ

5
2
を
用
い
た
診
察
・
画
像
診

断
予
約
の
実
績
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
は
、
そ
の
予

約
取
得
時
の
時
間
帯
で
あ
る
。
あ
わ
じ
ネ
ッ
ト
を
用

い
な
い
従
来
の

F
A
X
あ
る
い
は
電
話
で
の
予
約

は
、
当
院
の
地
域
医
療
連
携
室
の
ス
タ
ッ
フ
の
就
業

時
間
に
制
限
さ
れ
る
た
め
に
、
平
日

9
時
か
ら
げ
時

半
ま
で
で
あ
る
。
。
@
H
N
Z〉
(
リ
。
ロ
ロ
ゅ
の
丹
を
用
い
る

こ
と
で
、
当
院
地
域
医
療
連
携
室
が
対
応
で
き
な
い

平
日
の
時
間
外
・
土
日
曜
に
も
予
約
が
可
能
と
な
っ

た
。
診
療
所
の
夜
間
診
察
や
土
日
診
察
時
に
も
相
当

数
の
予
約
作
業
が
で
き
て
い
る
。
こ
れ
は
診
療
所
の

先
生
方
が
、
時
間
外
診
察
に
お
い
て
患
者
の
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
を
円
滑
に
行
っ
て
い
る
証
で
あ
り
、
こ
の

シ
ス
テ
ム
の
利
便
性
を
強
く
感
じ
ら
れ
て
い
る
訴
求

点
で
あ
る
(
図
3
)
。

課
題
と
今
後
の
展
開

川
E
H
R
を
目
指
し
て

診
療
情
報
の
相
互
公
開
と
情
報
の
相
互
運
用
性

(
E
Z円。ロ
RmHE--q)
が
開
Z
2
1
n
同
ゆ
包
任
問
ゅ
の
。
円
巳

(
E
H
R
)
の
要
件
で
あ
る
が
、
現
況
で
は
診
療
情

報
の
公
開
施
設
は
圏
域
の
急
性
期
の
総
合
病
院
た
る

当
院
の
の
み
で
あ
り
、
あ
わ
じ
ネ
ッ
ト
参
加
の
診
療

所
の
診
療
情
報
を
参
照
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
は
な
っ

て
お
ら
ず
、
相
互
運
用
で
は
な
い
た
め

E
H
R
と
は

い
え
な
い
。
我
々
の
診
療
内
容
と
結
果
を
公
開
し
、

圏
域
の
施
設
が
閲
覧
可
能
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
一

方
向
の
情
報
伝
公
開
で
あ
る
。

当
院
の
医
師
に
と
っ
て
は
、
自
院
の
情
報
は
公
開

す
る
が
、
紹
介
元
の
医
療
施
設
の
情
報
は
見
え
な
い

状
態
で
あ
り
、
こ
れ
が
当
院
に
医
師
に
と
っ
て
は
不

満
で
あ
り
、
あ
わ
じ
ネ
ッ
ト
を
運
用
す
る
利
点
を
感

じ
な
い
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

診
療
所
に
お
け
る
電
子
カ
ル
テ
ベ
ン
ダ
が
複
数
に

及
ぶ
こ
と
、
診
療
所
毎
に
カ
ル
テ
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
方
法
に
温
度
差
が
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
相
互
公

開
・
相
互
運
用
を
可
能
に
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が

非
常
に
高
い
障
壁
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
同
ロ
'

F
庄
町
の
拡
張
機
能
と
し
て
ス
ト
ア
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

(
N
E
C
)
が
開
発
さ
れ
、
こ
れ
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

相
互
公
開
と
相
互
運
用
の
実
現
の
可
能
性
が
見
え
て

き
た
。
ス
ト
ア
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
、
診
療
所
や
調
剤
薬
局

な
ど
同
)
'
F
E片
ア
ブ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
設
置
し
て
い
な

い
施
設
に
お
い
て
も
処
方
、
注
射
、
検
査
結
果
、
調

剤
情
報
な
ど
の
公
開
が
可
能
と
な
る
機
能
で
あ
る
。

あ
わ
じ
ネ
ッ
ト
参
加
施
設
に
働
き
か
け
、
ス
ト
ア
ク
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ラ
イ
ア
ン
ト
の
早
期
導
入
の
実
現
を
図
り
た
い
。

今、評判のIT連携システムの実力を知る

ω圏
域
の
医
療
介
護
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
の

l
C
T
 

淡
路
3
市
の
臼
歳
以
上
人
口
は
臼
%
、
万
歳
以
上

後
期
高
齢
化
人
口
は
凶
%
(
日
年
)
と
す
で
に
高
齢

社
会
を
迎
え
た
圏
域
で
あ
る
。
日
本
が

2
0
3
0年

以
降
に
高
齢
社
会
を
迎
え
る
と
言
わ
れ
て
い
る
中

で
、
十
数
年
後
の
日
本
の
社
会
構
造
を
す
で
に
淡
路

に
見
る
。
必
然
と
し
て
、
従
来
の
急
性
期
医
療
を
提

供
す
る
立
場
だ
け
で
は
、
社
会
的
な
役
割
を
十
全
に

果
た
せ
な
い
。
淡
路
医
療
セ
ン
タ
ー
は
「
地
域
医
療

支
援
病
院
と
し
て
の
医
療
・
保
健
・
福
祉
機
関
と
の

連
携
」
ま
た
「
高
齢
化
の
進
展
を
踏
ま
え
た
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
の
支
援
」
を
基
本
理
念
に
掲

げ
、
そ
の
実
現
に
有
効
的
な
方
略
を
提
供
す
る
こ
と

を
使
命
と
考
え
て
い
る
。

高
齢
社
会
に
お
い
て
は
、
医
療
と
介
護
を
円
滑
に

つ
な
げ
る
仕
組
み
を
圏
域
全
体
で
術
鰍
的
に
作
っ
て

い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
介
護
に
か
か
る
人
的
資

源
が
限
ら
れ
た
中
、
介
護
需
要
の
増
加
に
対
応
し
、

効
率
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
実
践
す
る
こ
と
が
求
め

〈特集〉

ら
れ
る
。
そ
の
状
況
を
鑑
み
て
、
医
療
分
野
と
介
護

分
野
で
の
情
報
共
有
を
効
率
的
に
実
現
す
る
こ
と

が
、
成
功
の

1
つ
の
鍵
で
あ
る
と
考
え
る
。

国
が
描
く
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
成
要
員

は
、
急
性
期
病
院
・
後
方
病
院
・
診
療
所
・
調
剤
薬

局
・
介
護
事
業
所
・
介
護
施
設
・
訪
問
看
護
で
あ
り
、

こ
れ
ら
多
職
種
が
患
者
・
被
介
護
者
の
情
報
を
共
有

で
き
る
仕
組
み
の
構
築
に
は
、

I
C
T
の
利
活
用
が

必
須
で
あ
る
。

す
で
に
介
護
や
在
宅
診
療
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
た
情
報
共
有
ア
プ
リ
を
導
入

利
用
し
て
い
る
事
業
者
や
、
医
師
会
単
位
で
導
入
し

て
い
る
先
行
地
域
も
み
ら
れ
る
。
あ
わ
じ
ネ
ッ
ト
も
、

現
在
の
機
能
を
拡
張
す
る
こ
と
で
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
情
報
共
有
ツ

l
ル
の
可
能
性
と

発
展
性
を
有
し
て
い
る
。
今
後
は
淡
路
圏
域
全
体
で
、

医
療
l

介
護
に
お
い
て

I
C
T
を
ど
の
よ
う
に
利
用

し
て
い
く
か
の
方
向
性
や
施
策
を
考
え
て
い
く
こ
と

に
な
ろ
う
が
、
そ
の
中
で
あ
わ
じ
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

た
い
と
の
意
向
が
あ
れ
ば
、
我
々
が
貢
献
で
き
る
と

こ
ろ
が
多
い
と
考
え
る
。

た
だ
し
、
そ
の
実
現
に
は
多
く
に
課
題
が
あ
る
。

現
在
の
あ
わ
じ
ネ
ッ
ト
参
加
施
設
は
、
医
療
機
関
の

み
で
あ
る
。
取
り
扱
い
に
配
慮
を
要
す
る
個
人
情
報

た
る
診
療
情
報
を
介
護
事
業
者
や
調
剤
薬
局
・
看
護

事
業
者
に
ま
で
公
開
す
る
こ
と
に
慎
重
あ
る
い
は
反

対
の
声
も
あ
り
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
に
は
難
航

が
予
想
さ
れ
る
。

ま
た
、
医
療
介
護
分
野
に

I
C
T
を
発
展
展
開
す

る
に
当
た
り
、
運
営
費
用
の
応
分
負
担
や
利
用
料
負

担
を
改
め
て
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
と
運
営
維
持
費
用
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ

も
避
け
て
は
通
れ
な
い
課
題
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
解

決
あ
る
い
は
合
意
形
成
に
お
い
て
は
、
行
政
や
医
師

会
の
主
導
的
な
調
整
を
求
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

※
 

※
 

久
島
健
之
(
く
し
ま
・
た
け
ゆ
き
)
・

ω年
大
阪
府
生

ま
れ
。
初
年
神
戸
大
医
卒
。
同
年
同
大
附
属
病
院
放
射

線
科
研
修
医
。
mm
年
同
大
医
学
部
大
学
院
修
了
。
医
学

博
士
。
例
年
島
根
医
科
大
放
射
線
医
学
教
室
講
師
。
mm

年
兵
庫
県
立
淡
路
病
院
放
射
線
科
医
長
、

M
W

同
部
長
、

ロ
年
同
診
療
部
長
・
医
療
情
報
部
長
。
日
年
兵
庫
県
立

淡
路
医
療
セ
ン
タ
ー
副
院
長
(
医
療
連
携
・
医
療
情
報

担
当
)
。
日
本
医
学
放
射
線
学
会
放
射
線
治
療
専
門
医
、

日
本
放
射
線
腫
蕩
学
会
認
定
医
。
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